
実験１ 物体を焦点距離の２倍(球心)以上に置いたとき

実験２ 物体を球心上に置く

実験３ 物体を球心と焦点の間に置く

実験４ 物体を焦点の位置に置いたとき

実験５ 物体を焦点とレンズの間に置いたとき
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反対側の球心上に物体と同

じ大きさで上下左右が逆の

実像ができる

焦点
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反対側の球心より外側

に物体より大きい上下

左右が逆の実像ができ

る。物体を焦点に近づ

けるほど像は大きくな

り像の位置は球心から

離れる。

レンズを通りこす光線は

平行になり１点に集まら

ず像はできない

スクリーンをどこに置い

ても像はうつらない。そ

のかわり物体の反対側か

らレンズを見ると，物体

より大きな虚像が見える。

球心より遠いの場合

実像

実像

実像
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反対側の球心と焦点の間に

物体より小さい上下左右が

逆の実像ができる。物体を

球心から遠ざけるほど像は

小さくなり像の位置は焦点

に近づく。

球心上の場合

球心と焦点の間の場合

焦点上の場合
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スクリーン上にできる像の種類

焦点とレンズの間の場合

虚像

球心＝レンズから焦点距離の２倍の位置
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※ルーペなどを通して見えるものを単に 像 という。

ア２

物体をさらに凸レンズに近づけ

ると虚像は小さくなる。
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